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２ 教育委員会の活動状況 
 
（１）教育委員会（平成 30 年度在籍） 

職  名 氏 名 

教   育   長  恒 川   渉 

委員(教育長職務代理者)  小 林 久 枝 

委 員 久  米 賢  治 

委 員 水 野 善 久 

委 員 野 田 雅 代 

（敬称略） 

 
（２） 教育委員会の開催状況 

定例会    １２回 
臨時会     １回 
議案     ３８件 
承認     ３２件 
報告事項   ７０件 

 
 
（３）教育委員会委員の主な活動 
   委員研修会        ３回   参加人数  延べ １５人 
   知多地方教育事務協議会  ５回   参加人数  延べ １０人 
   入学式・卒業式  延べ ２０校   参加人数  延べ ２０人 
   学校訪問        １０校   参加人数  延べ ２０人 
   その他各種行事等    ９９回   参加人数  延べ１２０人 
 
（４）委員会活動の情報発信 

東浦町のホームページで定例会の議題等、教育委員会事務局及び学校

の概要を掲載している。 
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第２章 教育委員会事務点検・評価会議の委員の意見 
 

この報告書は、教育委員会の事業ごとにその取組状況を検証し、自己点検・

自己評価を実施した結果をまとめたものである。 

平成 30 年度事務事業の点検・評価を行った結果、各事業の取り組みについて

は、教育委員会会議等での様々な意見の反映、また前年度の活動に対し反省す

べき点への改善が加えられており、平成 30 年度の事業に活かして実施されてい

ると認められる。 

学校教育については、新学習指導要領における英語科、道徳科及びプログラ

ミング教育に対応していくため、予算の配当を行い、教員の資質の向上や授業

改善の取組みの推進が必要である。また、すべての子どものための教育である

インクルーシブ教育を含めて特別支援学級の在り方を考えることが重要である。

さらに、学校、地域及び保護者が一体となり、より連携して教育を行っていく

体制が必要である。 

給食センターについては、安心安全な給食の提供はもちろんのこと、地産地

消の推進を図るため積極的に知多半島産の食材を使用し、児童生徒がよりおい

しく、残菜が少なくなる献立等を考えていることについて評価できる。今後は、

他市町の残菜の減量事例を参考に、残菜をより減らす努力が必要である。 

社会教育については、あらゆる年代の住民がいる中で、幅広い年代のニーズ

に対応できているが、事業によっては、短期間で成果を求めずに長期的な視点

も必要である。今後は、柔軟な発想で、よりニーズに合わせた事業を行い、他

課との連携を強化し、課を超えた事業を行っていくことが求められる。 

図書館については、基本的な図書館のあるべき姿を変えずに、新たな視点で

図書館の来館者増加につながる仕組みを積極的に考えているため、このまま継

続してほしい。今後は、利用者増加につながる環境や仕組みを考えていくこと

も大切である。 

スポーツについては、他市町の状況を参考に、各施設を利用しやすい仕組み

を作ることや近年の社会情勢に応じたスポーツを取り入れ、体制や施設等の整

備を行っていくことが求められる。 

全ての事業において、事業期間や事業効果を考慮し、拡大や改善と同様に廃

止の検討も積極的に行い、取捨選択するとともに、廃止の場合、廃止事業のメ

リットを補いつつ、発展的に解消していく考えを持つことが重要である。 

 それぞれの事業について、自己点検・自己評価を行い、表面化した課題や問

題点を整理及び検討し、今後の活動に活かして事業推進に役立てていただくこ

とを期待する。 
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教育委員会事務点検・評価会議名簿 

１ 学識経験者（緒川小学校評議員）  山﨑 宏子 

２ 学識経験者（卯ノ里小学校評議員） 吉澤 伸子 

３ 学識経験者（平成 27 年度公募委員） 梶山 博史 

４ 公募委員             深谷 和義 

５ 事務局職員（教育長）        恒川  渉 

６ 事務局職員（教育部長）       石川 晃一 
 
 
 
 
東浦町教育委員会事務局 
〒470-2192 愛知県知多郡東浦町大字緒川字政所 20 番地 

TEL ：0562－83－3111（学校教育課） 

FAX ：0562－83－8180 

Mail：gakko@town.aichi-higashiura.lg.jp 

 


